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樋
野
伸
一
市
議
の
２
月
議
会
一

般
質
問
３
項
目
の
う
ち
、
「
松
江

市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
」
報
告

し
ま
す
。

１
月
６
日
に
発
生
し
た
地
震
で
、

松
江
市
は
震
度
５
強
を
観
測
し
ま

し
た
。
樋
野
氏
は
「
改
め
て
災
害

へ
の
備
え
の
重
要
性
を
認
識
し
た
」

と
し
て
「
指
定
避
難
所
を
中
心
と

し
た
防
災
対
策
の
現
状
と
課
題
」

に
つ
い
て
、
以
下
の
２
点
を
質
し

ま
し
た
。

①
松
江
市
の
指
定
避
難
所
２
２

５
施
設
に
つ
い
て
最
大
収
容
人
数

を
ど
の
程
度
想
定
し
、
ベ
ッ
ド
や

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
や
備
蓄

食
料
は
十
分
か
現
在
の
状
況
。

②
簡
易
ト
イ
レ
は
全
体
で
３
１

１
９
個
と
あ
る
が
、
松
江
の
人
口

規
模
を
踏
ま
え
必
要
数
は
何
個
と

見
込
ん
で
い
る
か
。
現
在
の
保
有

数
と
最
終
的
な
備
蓄
目
標
数
、
不

足
が
あ
る
場
合
整
備
計
画
を
伺
う
。

能
海
朋
之
防
災
部
長
は
「
最
大

収
容
人
数
は
約
３
万
９
千
人
を
想

定
し
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
は
備
蓄

数
量
９
０
４
基
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
２
４
４
３
セ
ッ
ト

で
備
蓄
計
画
を
上
回
る
数
量
を
備

蓄
し
て
い
る
」
「
備
蓄
食
料
に
つ

い
て
は
目
標
数
量
14
万
４
６
０
０

食
に
対
し
、
14
万
１
１
０
８
食
で

今
年
度
中
に
は
目
標
数
量
を
達
成

す
る
」
「
簡
易
ト
イ
レ
は
、
避
難

所
数
に
応
じ
た
数
量
と
し
て
４
８

０
基
を
備
蓄
目
標
と
し
て
い
る
。

現
在
の
備
蓄
数
量
は
１
１
１
基
と

目
標
数
に
は
大
幅
な
未
達
で
あ
る

が
順
次
整
備
を
進
め
る
計
画
を
立

て
て
い
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

(2)

佐
野
み
ど
り
市
議
の
２
月
議
会

一
般
質
問
の
内
「
生
活
道
路
の
問

題
と
通
学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
」
を
報
告
し
ま
す
。

市
民
か
ら
は
「
近
年
、
横
断
歩

道
や
停
止
線
、
中
央
線
の
薄
れ
が

目
立
ち
、
危
険
を
感
じ
る
。
生
活

道
路
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
「
地
域
や
学
校
か
ら

の
交
通
安
全
要
望
を
出
し
て
も
、

必
ず
実
施
に
結
び
つ
く
と
は
限
ら

な
い
状
況
だ
」
と
あ
き
ら
め
に
近

い
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

佐
野
市
議
は
、
「
生
活
道
路
の

改
善
は
ま
っ
た
な
し
の
緊
急
事
態

と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
指

摘
し
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
状
況
、

地
区
や
学
校
か
ら
の
交
通
安
全
要

望
の
実
施
状
況
を
質
し
ま
し
た
。

井
上
雅
雄
都
市
整
備
部
長
は

「
市
道
２
千
㎞
を
２
か
月
か
け
て

一
巡
し
、
軽
微
な
も
の
は
そ
の
場

で
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。
市
民
か

ら
の
年
間
千
件
の
通
報
に
対
し
て

は
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
る
。
地
区
か
ら
の
要
望

の
対
応
率
は
54
・
３
%
で
、
対
応

不
可
の
理
由
を
付
し
て
丁
寧
に
お

知
ら
せ
し
て
い
る
」
と
答
え
ま
し

た
。川

上
諭
副
教
育
長
は
「
過
去
５

年
間
の
通
学
路
要
望
対
応
率
は
91

％
、
86
％
、
65
％
、
80
％
、
71
％

で
、
優
先
順
位
を
決
め
て
順
次
対

応
が
な
さ
れ
て
い
る
。
対
応
で
き

な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

交
通
安
全
指
導
を
行
う
な
ど
、
安

全
確
保
に
努
め
て
い
る
」
と
答
え

ま
し
た
。

佐
野
市
議
は
「
要
望
に
十
分
こ

た
え
ら
れ
な
い
の
は
、
道
路
の
維

持
や
修
繕
、
通
学
路
の
安
全
確
保

に
必
要
な
予
算
が
十
分
に
確
保
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と

訴
え
、
改
め
て
必
要
な
予
算
の
確

保
を
求
め
ま
し
た
。

樋
野
伸
一
市
議

一
般
質
問
②

松
江
市
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

佐
野
み
ど
り
市
議

一
般
質
問
②

生
活
道
路
や
通
学
路
の
安
全
に
十
分
な
予
算
を

た
ち
ば
な
ふ
み
市
議
は
２
月
議

会
の
代
表
質
問
で
６
項
目
質
問
し

ま
し
た
。
そ
の
内
「
大
地
震

防

災
減
災
、
老
朽
化
対
策
」
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

１
月
６
日
松
江
市
内
で
震
度
５

強
を
観
測
す
る
大
地
震
が
あ
り
ま

し
た
。
た
ち
ば
な
市
議
は
、
一
昨

年
の
能
登
半
島
地
震
以
降
、
松
江

市
の
地
震
対
策
に
つ
い
て
何
度
も

議
会
で
質
し
て
き
ま
し
た
。
改
め

て
以
下
の
６
点
を
質
し
ま
し
た
。

災
害
被
災
者
支
援
拡
充
を

①
被
災
者
の
支
援
策
が
少
な
い

た
め
に
被
害
を
申
し
出
な
い
方
が

多
い
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
被
災

者
生
活
再
建
支
援
制
度
は
全
壊
、

半
壊
、
準
半
壊
の
基
準
が
あ
る
が
、

見
舞
金
も
全
壊
で
５
万
円
、
半
壊

で
３
万
円
、
床
上
浸
水
で
２
万
円

で
あ
り
、
屋
根
瓦
の
損
害
や
床
下

浸
水
に
は
何
の
支
援
も
な
い
。
支

援
策
の
拡
充
を
求
め
る
。

木
造
住
宅
耐
震
化
対
策

学
校
な
ど
公
共
施
設
耐
震
化

干
拓
地
の
液
状
化
注
意
喚
起

②
住
宅
耐
震
化
に
つ
い
て
、
能

登
半
島
地
震
で
も
多
く
の
木
造
家

屋
が
倒
壊
し
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業
や
、

耐
震
診
断
の
補
助
事
業
の
活
用
状

況
、
市
民
へ
の
さ
ら
な
る
周
知
を

求
め
る
。

③
今
回
の
地
震
で
多
く
の
学
校

施
設
に
損
害
が
あ
っ
た
。
公
共
施

設
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
や
、
長

寿
命
化
の
進
捗
は
ど
う
か
。

④
干
拓
地
の
液
状
化
に
つ
い
て
、

国
交
省
の
重
ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
「
地
形
区
分
に
基
づ
く
液
状
化

の
発
生
傾
向
図
」
に
よ
る
と
、
松

江
市
内
は
東
出
雲
町
や
竹
矢
地
域
、

大
橋
川
周
辺
、
宍
道
湖
周
辺
、
そ

し
て
大
海
崎
堤
防
や
森
山
堤
防
の

危
険
度
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

市
民
周
知
へ
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
等
を
国
の
支
援
も
求
め
行
う
よ

う
求
め
る
。

⑤
今
般
の
大
地
震
で
、
多
く
の

市
民
が
避
難
行
動
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
自
治

会
等
で
要
支
援
者
の
安
否
確
認
を

工
夫
し
て
行
っ
た
と
聞
く
。
自
主

防
災
組
織
な
ど
で
、
今
回
の
地
震

の
教
訓
を
伺
う
。

保
育
園
子
ど
も
の
命
ま
も
る

対
策
へ
支
援
拡
充
を

⑥
子
ど
も
の
命
を
守
る
保
育
園

の
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
職
員
の

皆
様
か
ら
当
日
の
様
子
や
課
題
を

聞
い
た
。
大
雪
や
原
子
力
災
害
と

の
複
合
災
害
で
は
と
て
も
安
全
な

避
難
は
で
き
な
い
と
切
実
な
声
も

聞
い
て
い
る
。
現
在
、
県
か
ら
原

子
力
防
災
用
と
し
て
水
と
粉
ミ
ル

ク
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て

い
る
。
子
ど
も
の
育
ち
に
即
し
た

食
料
や
防
災
用
品
を
購
入
し
月
１

回
の
訓
練
で
慣
れ
て
お
く
こ
と
が

重
要
と
の
声
が
あ
る
。
今
般
高
齢

者
施
設
へ
備
蓄
品
購
入
費
用
の
助

成
が
予
算
化
さ
れ
た
。
保
育
施
設

に
対
し
て
も
防
災
備
蓄
品
や
防
災

用
品
購
入
助
成
を
求
め
る
。

上
定
昭
仁
市
長
は
「
被
災
者
支

援
の
制
度
の
拡
充
や
対
象
の
拡
充

は
考
え
て
い
な
い
。
公
共
建
築
物

の
耐
震
化
率
は
99
・
２
％
。
今
回

の
地
震
で
被
害
を
受
け
た
公
共
施

設
は
、
建
築
技
術
職
員
に
よ
り
安

全
確
認
を
行
い
利
用
を
再
開
し
た
。

液
状
化
に
つ
い
て
は
国
交
省
の

「
重
ね
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の

活
用
を
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
促

す
。
自
主
防
災
組
織
の
優
れ
た
活

動
は
現
在
調
査
を
進
め
て
い
る
」

「
保
育
所
が
避
難
所
と
な
っ
た
場

合
は
、
松
江
市
総
合
体
育
館
か
ら

集
中
備
蓄
し
て
い
る
必
要
物
資
を

避
難
者
に
届
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
備
蓄
食
料
の
実
食
体

験
会
な
ど
を
行
う
。
災
害
に
備
え

た
食
料
は
保
育
園
が
自
ら
調
達
す

る
も
の
で
は
な
く
市
が
集
中
的
に

確
保
す
る
」
等
と
答
え
ま
し
た
。

①

たちばなふみ
市議会議員

松
江
市
で
大
地
震
・災
害
対
策
の
拡
充
を

た
ち
ば
な

ふ
み
市
議

代
表
質
問
③


